
畔上　午後の部のテーマは「生活を楽しむ商品」、商品群
でいうと、レジャー、インテリア、健康など、生活を豊かに
する商品についてのコメントをいただくことになります。
　３人の先生から講評をいただいてから、まとめて質疑
の時間を取らせていただきますので、よろしくお願いい
たします。

土居　午後の部は「生活を楽しむ商品」ということをテー
マにしてお話をさせていただきたいと思っております。
　ひとことで生活を楽しむと言っても、いろいろな楽し
み方があると思いますが、生活を楽しむために、モノは
どうあるべきかという話を私のほうでさせていただきた
いと思っておりますので、よろしくお願いいたします。
　最初に、皆さんによく考えていただきたいという一つ
の視点といいますか、着眼点があります。それは何かと
いうと、我々はサイズの中で生活をしている、というこ
と。サイズの中で生活をしているとはどういうことかと
いうと、例えば、住まいの中で考えていくと、畳というも
のは一つのサイズになっていますよね。部屋の広さとい
うものは畳の畳数で判断できます。大体、６畳と言えば
どのくらいの広さかということは、皆さん、感覚的に分
かっていると思います。それは日本の生活空間の中で過
ごしていらっしゃる方であれば、非常に簡単なことだと
思います。別に部屋のサイズだけではなくて、例えば、今
の時代だったら、スマホのサイズ、パソコンの画面のサイ
ズ、テレビのサイズ。みんなサイズがあるのです。ですか
ら、モノづくりをしていく中で、このサイズ感というもの
をどうとらえるかということは、とても大事なことなので
はないかと考えます。
　たまにサイズを無視して自由な発想でものを作って、そ

れがまま当たる場合もなきにしもあらずです。ただし、そ
れは本当に一握りのもので、ヒットしている商品というの
は、ほとんどがきちんとしたサイズ感の中で発想されて
作られたものというのが多いのです。ですから、サイズに
ついての認識というか、そういうことを常に念頭に置きな
がらモノづくりをしていただきたいなと思っております。
　今日、お話しする中で、まず消火器というか、キッチン
のレンジフードの下に置いて、ガス台の上に置いて、大
体、そこから火事が起きることが多いですから、そのた
めの消火剤を出すための製品について話をいたします。
キッチンはもちろん、インテリアという視点で見てみて
も言えることなのですが、例えば、イスの高さ、テーブル
の高さ、それからキッチンの高さなどというのは適正な
サイズというものが存在します。実は西洋と日本では全
然高さが違います。それは、日本人と西洋人の体格の差
に起因するものです。西洋のサイズ感ではイスが高く
なったり、キッチンも高くなったりしている。それを日本
人のサイズに合わせて少し低くしたりということが当た
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り前のサイズ感として、我々の生活の中で浸透している
のですけれども、この商品の場合、いろいろ試してみた
のですけれども、どうやってもこれ以上、高さが上がらな
いのです。高さ調節ができないのかなと。この高さのも
のが、すでにキッチンにあるということを考えてみましょ
う。ものとしては素晴らしく機能するものかもしれませ
んが、これから先ずっと、何十年とそのキッチンで料理を
していく状況、例えば、家庭の奥様が、このデザインのも
のが目の前にずっとあるというような状況というのが、
果たして理想的な状況かどうかと言われたら、どうもそ
れは違うのではないかという気がいたします。この商品
の説明を見ますと、将来的には、キッチンメーカーと一緒
になって、ビルトインにして商品化してみたいという視点
もお持ちのようですけれども、ただ、レンジの上で料理
をする場合に油汚れが、普段、皆さんキッチンの掃除の
中で一番苦労されるのは、多分、レンジフードの掃除だ
と思うのですけれども、あのすごい油汚れがここの液が
出てくる出口に詰まってしまうことも多々考えられるの
で、発想はすごくいいのですけれども、実用性を考えた
場合に、これはとてもつらいかなということが一つ。
　最初に言ったサイズの話でいくと、やはりキッチンとい
うのは、お鍋やフライパンや包丁やはさみといったいろ
いろなものが飛び交う空間なのです。この高さとキッチ
ンの高さから考えたときに、やはりこのくらいの高さし
かないものということでとても不便なものに、じゃまな
ものになるのではないかという気がして、その辺の解決
というのが足りないなと思っております。是非、そういう
視点も参考に頑張ってほしいと思います。
　それから、次の製品なのですが、はっきり言ってあまり
点数はよくなかったのですけれども、僕はすごく可能性
がある商品だと思って、今日はお話をさせていただきた
いと思います。これは、何かと言いますと、実はお寿司の
握り玉を作る機械です。ご飯を作って、酢飯を作って、これ
をぎゅっとやると、職人さんがちょうど握った感覚の要
するに一番いいサイズの握り玉ができて、それに具を載
せればちゃんとしたお寿司ができるというものなのです
けれども、まだこれは発想段階でして、こういう形になっ
ていくだろうということで出品されました。審査のときに

ご飯が置いてあったので、審査委員の先生方も実際に試
してみたのですけれども、ご飯を掬う部分にいっぱいご
飯粒がついて、あまり実用性が見えてこなかった。それで
いい点数が取れなかったのではないかと思いました。
　実は、この発想というか、握り玉を作る機械というの
は、1983年にオーディオテクニカという会社が作ってい
ます。レコードが全盛だった時代でしたが、前年にCDが
登場して、レコード盤をトレースするカートリッジを作る
会社が、これから先、ＣＤに変わったら我々の仕事がな
くなる、別の事業を考えなければいけない、ということ
で作られたのが「にぎりっこ」という製品でした。それは
ローラーをぐるぐる回すと五つか六つくらいあった握り
玉を作る凹みが、ご飯の上をすくっていきながら、次々に
握り玉を作るという機械だったのですけれども、その商
品開発をされた方を当時、取材をさせていただいたと
きに聞いた中で、やはり一番印象的に残ったのは、とに
かくご飯粒が、握り玉のローラーの凹みに、いかにくっつ
かないようにするかというところに最大の苦労をしたと
おっしゃっていました。ですから、この商品は、これから
商品化されることになると思うのですけれども、とにか
くご飯と接する部分のテフロン加工なのか、金属加工な
のか分かりませんけれども、この部分にご飯粒がくっつ
かないような加工や、コーティングの工夫を考えていた
だきたいです。そういった点を意識された商品開発をぜ
ひ期待したいなと思っております。
　また、工業製品の多くには継ぎ目というのがありま
す。その継ぎ目というものが特にキッチンなどはそうな
のですけれども、ずっと使っていくと汚れがたまりやす
いのです。こういう道具もそうなのですけれども、継ぎ目
の部分に汚れがたまると清潔じゃなくなるのです。
　今のものづくりのキーワードは『清潔感』です。その清
潔感を考えていく中で、この商品が最終的にできあがっ
たときに、継ぎ目の部分であるとか、加工された部分の
握り玉を作る部分であるとか、そういうところに汚れが
たまらない、ご飯粒がつかない、そういうところまできち
んと解決されることに期待したいです。お寿司は口に入
るものですから、特に清潔感ということには気を使った
商品開発をされたらいいかなと思いました。

　次は「Ｔｅｗｅｌ（テオル）」という商品です。いわゆるハ
ンカチなのですけれども、実はよく考えられていて、何が
考えられているかというと、小さく折りたたむので、大体
ハンカチくらいのサイズにすると、すごく薄くなるので
す。薄くなるということは、夏場のスタイルの中でポケッ
トが膨らまないという利点があって、夏用としてはすご
くいいかと思いました。ところが、実際の商品では、この
サイズで季節関係なく売ろうというようなことが書いて
あったので、できればこれはもう夏用と割り切ったもの
づくりとして一つ形を作っていき、冬用のこれよりももう
少し大きいサイズで、もう少しかさばってもいいような
ものを作られたらいいのではないかと思いました。
　もう一つ思うのですけれども、このタオルは、決して安
いものではありません。売れるかと言われたらなかなか
難しいと思うのです。あちらにも商品が展示されていま
すから、皆さん是非ご覧になって下さい。矢絣（やがすり）
であるとか、波目であるとか、日本古来のいい柄のもの
がたくさん用意されています。なかなかいい商品に仕上
がっています。しかし、今の時代だったら、これをポケット
チーフにしたいという欲求もあるわけです。そうなったと
きに、このサイズではポケットチーフは難しいので、やは
り四角いハンカチのサイズというのはある意味で、意味
があることなのかと思いますので、その辺のサイズ感、
最初に言いましたサイズ感ということをきちんと頭に入
れた商品開発というものをされたら、もう少し完成度と
いうものが上がるのではないかと思いました。
　最後にもう一つ、これです。午前中、東急ハンズの宮武

先生もこの商品についてお話しされていましたけれど
も、僕はこの商品を見たときに、私も家の中で段ボールの
紐がけをやらされるので、本当に苦労がよく分かるので
す。よく作ってくれたと思ったのですけれども、お値段を
見たら4,000円くらいするのです。けっこうお値段が高い
のです。すごくいいですし、下に紐も置けるし、車輪もつい
ていてとてもよくできているのですけれども、さらに簡素
化できないかと。車輪も要らないし、紐も置けなくていい
から、もう少し簡素化して、例えば、Ａ４とか、Ｂ４くらい
のサイズのものがぱちっとはさまって、それである程度、
押さえられたところでぱぱっと紐がけができるような簡
素化したものができたら、意外とそういう商品のほうが
今の家庭の中で求められていくものになるのではないか
と思っています。なぜかと言いますと、これはやはり家の
中でずっと置きたくないのです。少し邪魔なのです。です
から、それが折りたためて、どこか部屋の隅にでも収納で
きるような形になれば、もう少し商品として完成度が高
まってくるのではないかという気がいたしました。

畔上　ありがとうございました。たしかこれは川口工器
さんの作品だと思うのですけれどもいらっしゃいます
か。いかがでしたか、今の先生の話は。

川口工器　すごくいい意見だと思ったので、ぜひ早速検
討させていただきたいと思います。

畔上　ゴトウ熔接さんでしょうか。すごくうなずいてられ
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たのですけれども、ご飯がくっついて離れなかったり、角
やつなぎ目のところの仕上げですよね。今、指摘していた
だいたのですけれども、話を聞かれていかがですか。

ゴトウ熔接　非常に勉強になりまして、そのとおりかと
思います。それを全面的に開発のテーマにしてやってい
きたいと思っています。

土居　くっつかないというのが最大の売りになると思う
ので、ぜひがんばっていただきたいと思います。

ゴトウ熔接　日本の食文化のイメージが変わるのかも
しれませんが、先ほど、先生が言われたように、やはり道
具としていいものを作れば認めてもらえるのではないか
と思っていますので、がんばっていきたいと思います。

土居　最初に言い忘れましたけれども、これは絶対に輸
出向けですね。もちろん国内でも需要はあるでしょうけ
れども、輸出用として考えられたらいいかと思っており
ます。

畔上　ありがとうございます。ぜひがんばって、商品化に
向けてください。
　続きまして、近藤審査委員からよろしくお願いいたし
ます。

近藤　近藤でございます。昨年の、この場では京急百貨
店の常務という立場でお話をさせていただきましたが、
今年は先ほどご紹介いただいたように、百貨店の経営
者に加え、京急ＥＸインの専務ということで参りました。
ＥＸインとは何かと言いますと、実はビジネスホテルの
チェーンでございます。ビジネスホテルと言いますと、今、
何かと話題のＡＰＡが最大手。彼らは353棟５万３千室を
運営しておりますが、わが社は京急沿線に13棟2,500室
というさほど大きな規模ではないのですが、昨今は後で、
詳しく話そうと思いますが、2020年のオリンピックに向
けて、首都圏はホテルが大変な建設ラッシュになってお
りまして、いろいろな事業者がホテル業界に参入してい

るという中で、当社も今年の暮れに羽田、来年には浜松
町で新店開発プロジェクトが決まっているというところ
で、これから多店舗化を進めていくような事業者でござ
います。そこで今日は、百貨店からビジネスホテルチェー
ンに来て感じたことを中心にマーケティングの話を前段
としてお話をさせていただこうかなと思っております。
　それと今、世の中で我々が注目していかなければなら
ない二つの国策。一つは今、言いました2020年オリン
ピック開催に向けたインバウンド、もう一つが働き方改
革実現会議の動向です。この二つがマーケットにどうい
う影響を及ぼすかということにふれながら、審査に当
たって感じたことというように話を続けてまいりたいと
思います。
　まず、百貨店はつい最近、三越伊勢丹の社長が業績不
振の責任を取って辞任されるというニュースが駆け巡り
ました。少し前には仙台のさくら野百貨店が倒産。筑波
西武が２月28日に閉店とか、百貨店業界は非常に厳し
い状況になっております。これは、長く続くデフレの中
で、百貨店の業態というものが今の状況に合わなくなっ
てきたといったところだろうと思います。百貨店というの
は、もともと非常に負担の重い施設や機能を多面的に拡
げて業態を作ってきてしまいました。百貨店から負担の
重たい催事場、外商、あるいはレストラン街を引いていく
とどういう業態になるかといいますと、コンビニエンス
ストアやＳＰＡ（製造小売専門店）になるわけです。そして
百貨店はコンビニ、ＳＰＡにマーケットを奪われている。
さらにＣＶＳ（コンビニエンスストア）とＳＰＡから店舗を
引くと通信販売になります。ｅコマースです。百貨店から
市場を奪ったコンビニも、ＳＰＡも今やｅコマースに市場
を奪われているというところだろうと思います。
　一方、ホテルに目を転じますと、グランドホテルという
のが百貨店に類似した業態としてございます。やはりこ
のグランドホテルも宴会場というものを持っています
し、料飲部門（レストラン）を持っています。それから、百
貨店の外商と同じように法人のマーケットに向けての
セールス部隊を持っています。これをグランドホテルか
ら引くと何になるかというと、私が携わっておりますビ
ジネスホテル、宿泊特化型のホテルになります。

　では、百貨店から店舗を除いたように、ビジネスホテ
ルからベッドを引くということはあり得ないわけなので
すが、そのビジネスホテルへの対抗馬というものは、も
うすでにマーケットに出始めております。何故かという
と、国策のインバウンド強化が背景にあります。2016年
度のインバウンドは２千４百万人を超え、2020年 4千万
人、2030年 ６千万人tと言われ、宿泊施設が足りないと
いう中、多くの出店ラッシュが続き、ホテル以外の業態
が望まれるようになっているのです。その一番の強敵は
民泊です。それから、カプセルホテルもどんどん上質化し
ております。あるいはドミトリーという形式の簡易宿泊
所というものが多分2020年に向けて多数出てくる。こ
れは長らく続くデフレとインバウンド強化が、こういった
マーケット環境を生み出しているわけですが、この流れ
は何かと言いますと、引き算の経営だと私は見ておりま
す。何をやるかではなくて、何をやらないかという戦略的
な選択と集中を行うことで業態がどんどん変化していっ
ているというのが今の時代ではないのかなと感じてい
るところでございます。ですから、昨日、商品審査にあた
りましては、何をやらないかという選択肢の中で、商品づ
くりがされているものというのはどんなものなのかなみ
たいな問題意識の中で、一つ見させていただきました。
　もう一つ、働き方改革実現会議の問題でございます。
これは当然、女性の活力をどんどん世の中に活用して
いこうということで、当然、少子高齢化、人口減社会の
中で、働き手がどんどん少なくなる。女性の力を世の中

にもっと活用していこうということがベースになってで
きあがっているものだと思います。ですから、ダイバーシ
ティの問題なども当然入ってくるのですが、今、一番話題
になっているのは、電通の痛ましい若い女性社員の自殺
から始まって、労働時間の短縮ですよね。先般、プレミア
ムフライデーというものが初めて行われまして、都心部
では多少、話題にはなりましたけれども、これも要は労
働時間を短縮していこうという国策の中で動いてきて
いると考えます。時間当たり生産性の向上を世界のトッ
プレベルにしたい、ということですね。そうすると、その
余った時間で何するのというところになってくるのです
が、午前中のフォーラムでも東急ハンズの宮武さんが
おっしゃっていましたが、小売では「モノ」から「コト」へと
いうことで、もう「モノ」は要らない。体験型の価値の提案
や旅行であったり、あるいは文化教室だったり、そういっ
たものの価値が見直される時代になっているのではな
いかというような話がございました。ただ、人間長く生き
ているといろいろなことを経験できまして、実は「モノ」
から「コト」へというのは、1970年代オイルショックの時
代に「モノ」から「心」へといったことが叫ばれたことの
焼き直しなのではないかと感じているのですが、その時
代、心を重視したマーケティングが行われたかというと、
実はそんなことなくて、せいぜいオウム真理教みたいな
いびつな新興宗教が生まれたくらいでございました。
　何が言いたいかと言いますと、あまり「モノ」から「コ
ト」へというテーマにしばられる必要はなく、そうではな
くて、商品開発をする中で、時間の価値というものが相
対的に上がってくるというところに視点を合わせていく
べきであり、やはりそういった視点でものを見ますと、エ
イジングビーフ（熟成肉）が食品の中で流行ったとか、あ
るいはボジョレヌーボーが全く売れなくなった。新しい
商品が以前と比べると持てはやされなくなって、それよ
りは熟成に時間のかかる発酵食品のほうが脚光をあび
るようになってくる。要は未来志向よりも、過去や歴史的
価値に向かった志向。時間というものの蓄積がそこに表
現されているような商品といったものの価値が相対的
に上がってくる。そういう世の中の流れなのではないの
かなというふうに思っているところです。
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　以上、インバウンドのお話と何をやらないかという戦略
的な選択と集中のお話と時間型商品というお話をしてい
く中で、私が審査委員賞に挙げさせていただきましたの
は、安田瓦の丸三安田瓦工業さんがお作りになった、こち
らの「ＴＳＵＫＩ」という賞品です。これは安田瓦という伝
統の瓦の製作技法に則って、瓦ではない新しいジャンル
の商品にチャレンジしたいということで作られた食器で
す。瓦のマーケットというのは震災以降非常に縮小してい
て、この伝統技術がへたすると途切れてしまう。そういう
危機感に基づき、何とかしなくてはいけないという中で、
この商品が開発されたとお聞きしております。伝統の鉄
色という非常にユニークな色を使い、伝統の技法に則っ
て作っているのですが、見た目、瓦とは到底見えない。後
ろを見ると瓦だなということが分かるのですが、昨日の
夜の懇親会で、丸三さんの遠藤常務にお話をお聞きした
ところ、「山口県の下関に瓦そばってありますよね。それは
意識されたのですか」とお聴きしたところ、「いや、あれは
やっちゃいけないと思いました」というふうに遠藤常務が
即答されまして、これこそやらない戦略ということなので
はないかと思って、その中で伝統技術という時間型商品、

価値のあるもの、背景のあるものを活かして現在と未来
に向かって商品開発するということで作られているすば
らしい商品ではないのかと思いました。
　同様に、賞には惜しくも漏れてしまったのですけれど
も、同じく伝統技法に則って作られた商品ということで、

「Ｈｏｍａｇｅ＆ｍｉｔａｔｅ(オマージュ＆ミタテ)」にふれ
たいと思います。こちらは漆を使った賞品です。木製の
器に漆を塗っているわけですけれども、これも200年前
の廃れてしまった伝統技法である朧銀塗り（おぼろぎん
ぬり）という手法を使って食器を作ったということで、丸
三さんと同じような発想の中で作られた食器というこ
とで、とてもすばらしいなと感じているところです。また、

「オマージュ＆ミタテ」というネーミングには、「ミタテル」
という日本的価値が表現されています。「ミタテル」「アツ
ラエル」「シツラエル」というのは、新しい価値を未来に
向けて提供するという日本的価値観であり、伝統を未来
に向けて解放する行為ともうけとれます。実は、賞を取ら
れた「ＳＩＬＯＫ」も伝統の技法で織られた、お坊さんの
袈裟などに使われていた生地をベースに商品づくりをさ
れているのですけれども、この三つの商品の共通項であ

る伝統、時間という価値観を持っているものを未来に向
けてどう展開していくかといったところに大変僕は感銘
を受けたといったところでございます。
　最後に、昨年、この場で新潟は酒の文化があるので、
酒器をいろいろともっと活性化させてくださいというよ
うなお話をしたところ、こういった商品が出てまいりま
した。銅の鎚起で「酒器」という商品でございます。一人で
晩酌するときに非常に便利な商品だなとも思います。一
人用という価値観も現代に合っていますし、残念ながら
お酒ではなく、水で注いでみたのですけれども、注ぎ口
の水の切れ方。非常に美しくて、それを見ているだけで
気持ちよくなる商品で、これも伝統技法に則ったすばら
しい商品だと感じましたので、昨年、私がここで酒の話
をしたのを受けて作ってくださったのならば、最後にす
ばらしいものを作って下さり、ありがとうございますと感
謝を述べて、私のコメントとさせていただきます。

畔上　ありがとうございました。朧銀なのですけれど
も、新潟漆器の組合の方が作られたのですか。今日、おい
でですか。女性の方などいらっしゃらないですか。新潟
漆器もいろいろ種類もいっぱいあるのですけれども、私
も初めて朧銀という名前を知って、ぱっと見かけは完全
に金属ですよね。そのときも国の開発プロジェクトに新
潟県は１人だけ参加されていて、商品開発をやってられ
るようです。ありがとうございました。
　それでは、今澤先生よろしくお願いいたします。

今澤　今澤です。私がどんな仕事をしてきたか少しお話
しさせていただきます。
　新規事業計画を立ててショップブランドを作るような
仕事、例えば、六本木ヒルズの商業施設を作ったのです
が、その中に今も残っているのですが、「ＣＬＡＳＳＩＣＳ 
ＴＨＥ ＳＭＡＬＬ ＬＵＸＵＲＹ」というハンカチ屋さん
と「ＴＯＵＣＨ」というタオル屋さんがあるのですが、そ
れはその商品の素材や特性の原点に帰って商品企画を
見直して、全く新しいブランドを作るということを、私か
らその会社の社長さんにお願いをして作っていただい
たブランドなのですが、ハンカチの持っている本来の意

味、タオルの持っている本来の意味が伝わるブランドと
して今も人気があります。それ以外に、普通の商品企画
つまり女性対象の雑貨商品の商品企画とデザインをす
ることで、小さなメーカーさんのカンパニーブランドを作
るというようなこともしています。
　それから、障碍者施設のお手伝いもしています。その
施設の利用者さんたちが作るお菓子を同情で買ってほ
しくないと40歳の若い女性理事長さんがおっしゃいま
した。その言葉を聞き、それに感動して、それならお手伝
いしたいと思って始めました。「カステラを焼いて、それ
を使ってラスクを作る」ということを１年かけて試作して
いたところに私がいったのです。理事長さんたちは「カス
テラとラスク」を販売したいと考えていたようですけれ
ども、それではコンビニ商品との価格競争になると思い
ました。そのお菓子を通して、何を伝えたいのかを伺っ
たら、「子供たちの笑顔を伝えたい」とおっしゃったので

「えがおのおやつ」というブランドにしました。カステラ
はどういう食感か聞いたら「ふわふわ」と言うから、それ
は「ゆるふわ」という名称にしましょうと。ラスクは「さく
さくしている」から「さくさく」という名称にしました。そ
うするとコンビニ等との価格競争に引っかからずに商品
を見ていただけるし、子供たちのイラストを使ったパッ
ケージにもなったので、それがかわいいから買ってくだ
さる、おいしいからまた買いに来るということになるか
と思いました。それを私が考えるのではなくて、施設の職
員さんたちと一緒に考えて商品化していきました。新潟
の仕事も黒川さんのお手伝いで幾つかさせていただい
たので、十数年ぶりでまた審査員をさせていただき、商
品の進化ぶりにすごく驚きました。みんなすばらしくて、
一つずつがパワーのある商品になっていて、それだけで
感動しました。やはりその中でも、仕事の関係もあり、素
材にすぐ目がいきました。いいと思ったのが、「絽（ろ）」と

「紗（しゃ）」を使って作るストール類です。私が個人的に
すごくストールが好きということもあるのですが、「絽」
と「紗」は、私が母から着物を譲り受けて両方とも持って
いるので夏になると着ています。本当にいいなと思って
いたものが、こういう形で伝わってくるということがすば
らしいと思ったのです。着物は残したほうがいいのです
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けれども、今の生活にはなかなか合いづらいところがあ
るので、このように素材感を通して、ここからまた着物に
戻っていただくこともできるかもしれないと考えました。
そして、ストールという新しいアプローチで伝えること
がいいと思いました。これは素材が持つ力でみんなに訴
えかけていく感じがするからです。
　それとこれは触っていただくと分かるのですが、触っ
たときの感触がすてきなのです。私は先ほどお話しした
タオル屋さんを作ったときに「肌ごこち」を一番に考えた
のですが、これも同じで、肌に触れたときの心地がすごく
良くて、ストレートに心につながってくる、心が安らぐ感
じがするのです。そうするとこれを持っていると恐いお
ばさんにはならないように思いました。こういうもの身
に着けていると、怒りそうになったとき、これに触ると少
しやさしい気持ちになれるかも知れないと言うようなこ
とも含めて、「心にまで響いてくる商品群」と思ったので
す。でも、一つお願いをしたいことは、やはり今のファッ
ションに合わせた色やデザインを考えていただきたい
ということです。そうすると、日常的に使いたいスカーフ
になると思いますし、もう少し小さいサイズでバンダナ
サイズのものがあるとより使いやすくなるかと思いま
す。サイズ展開と色展開、デザインの展開をもう少しして
いっていただくと、より魅力的な商品になり、素材の持つ
よさと新潟の生地の持つ力というのが伝わっていくか
と思いました。
　もう一つ選ばせていただいたのは、「ししゅうのえほ
ん」です。これは「ししゅうされた見開きえほん」を二つ
折りにして「紙製のブックケース」の中に入れたもので本
として贈れるということと、本体を箱から出して、開いて
触ることによって刺繍の糸の起伏が指先を通して細か
く伝わってきて手仕事の温もりが伝わります。私が無類
の刺繍好きということもあるのですが、今、朝のドラマ
の「べっぴんさん」の中で、ドラマの一つのキーワードが

「刺繍」になっていますよね。「刺繍が親子をつなぐ」とか、
「お客様と商品とつなぐ」とか、それを通して、刺繍のポジ
ショニングが全国区になったなと思っていたところにこ
れと出会ったものですから、いろいろな意味で、発展性
があると思ったのです。やはりこういう手仕事ってすごく

良いです。でもこれを本として終わらせるだけでは、もっ
たいないので、昨日、審査委員の皆さんの中からも意見
が出たのですが、例えば、これがブックカバーになる、つ
まり「文庫本サイズのカバーにもなります」ということ
だったりすると良いのかと。これだけで飾っておくのも
いいけれども、やはり使えるようになると嬉しいと思う
ので、「何かに変身して使えるアイディア」があるといいと
思うし、刺繍のところが形で抜けていて「ブローチ」とし
て使えたりするのもいいかなと思いました。そうすると
小さなものから大きなものまでの展開ができるのかと
思うのです。こういった「手の温もりが伝わる刺繍商品」
は、「心がつながり、コミュニケーションが生まれる」とい
うことが商品の魅力になっていると思います。だから、い
くら今、モノが売れない時代と言っても、「自分の暮らし
が豊かになる」とか、「心が豊かになる」とか、「近くに置い
ておきたい」とか、「見ているだけで幸せ」というモノは、
どうしても買いたくなると思っています。そういった心が
通い合う商品に、今取り上げさせていただいた二つの商
品はなっていると思いました。
　それから、私の個人賞で選ばせていただいたのが、こ
の仏壇代わりの小さな壇板の上に仏具を置いた商品で
す。私が一昨年、京都の南禅寺にある庭園寺院の中に
ショップを作るという企画を手がけた時に、小さな仏空
間、つまり小さな壇板にお線香を立てたり、お花を生け
たりというシンプルな形での小さな壇を作って新しい祈
りの形を提案したいと考えていました。つまり「新しい祈
りの形の提案ができる商品」を何か探したいと思ってい
たのです。いろいろ探したのですが、かわいい「ろうそく」
や「お香」等は見つかったのですけれども、全体のイメー
ジを象徴するものが何もなかったのです。今回、ここで
商品を拝見したときに、私が思っていた「祈りの空間」が
ここにあったと思って、すごくいいなと思ったのです。と

いうのは、だれでも身近な両親が亡くなったり、いろい
ろな災害や事件が起きたりして不安がいっぱいのこの
時代、「手を合わせて祈り、心を通わせたい」と思う時が
あると思うのです。それは、「自分がいる現在を起点とし
て、過去とこれからの未来」が全部つながり、安心感を得
ることができる、と言うことだと思うのです。この仏壇代
わりの小さな壇板はそのための空間演出をしてくれ、「心
が安らぐ自分スタイルの祈りの空間」が作れるようにな
ると思ったのです。メーカーの阿部仏壇製作所さんにお
話を聞いて、後ろに装飾のガラス板を立ててある部分が
写真になってもいいし、違うものを置いてもいいという
ことなので、いろいろアレンジして、マイスタイル壇板使
いで自分の祈りの空間が作れるのが、すごく良いと思い
ました。これはまさに「心が安らぐ商品」、こういうもの
が家の中にあると幸せな気持ちになれるかと思いまし
たから、本当に今、モノの売れない時代と言われていま
すけれども、今、私が推薦させていただいた商品を見る
と、やはり欲しいと思うのです。値段がさほど高くないで
すから、買いたいと思える魅力にあふれていると思った
のです。買った人もすごく幸せになれるし、例えばこうい
うものを誰かにプレゼントしたときに、もらった人もす
ごくハッピーな気持ちになれると思うのです。だから、い
ろいろな意味で、「生活を豊かにしてくれて、心を豊かに
してくれるモノ」であれば残れると思うので、その基本は
新潟にはたくさんあると思わせていただきました。これ
からも楽しい出品を期待しております。ありがとうござ
いました。

畔上　ありがとうございました。阿部仏壇製作所さんは
いらっしゃいますか。この商品はもうすでに商品になっ
ているものなのですか。

阿部仏壇製作所　阿部仏壇製作所の吉田と申します。
　まだ、今回、試作品の途中として出させてもらったので
すけれども、来月から早速、試験的な販売ではあるので
すが、新潟の百貨店で販売していいよという許可を頂い
たところです。

畔上　価格設定は考えられているのですか。

阿部仏壇製作所　おおよそは決まっております。

畔上　今澤先生は、これからこれを商品としてというよ
うなところまでまだ。

今澤　もう少しいろいろな形にカスタマイズできるよう
になったり、例えば、ご推奨する寺院に合う様式を少し
取り入れるようになったり、ということであれば、考えら
れることがあるのかと思います。

畔上　ありがとうございました。質問はいいですか。

阿部仏壇製作所　せっかくの機会なので最後に一つ質
問で、カスタマイズという部分で、今のところ弊社で作っ
ているステージの部分、木の部分と同じ新潟の会社に協
力してもらっている背景にあるガラス、もしくはアクリル
板、つまり写真立てですが、そこをお客様が選んでいただ
けるというようなことを考えていて、実際、手前に置いて
あった仏具に関しては、富山の高岡で作っているうちが
もともと仏壇の製造販売をしている会社ですので、おつ
きあいのある仏具メーカーから仕入れているものなので
すけれども、お客様の用途によっては、おりんが要らない
とか、その代わりお花は置きたいとか、多分、それぞれの
考え方があると思うのです。ただ、あまりそれが多岐に広
がってしまうと、私どもで提供できるサービスの幅が広
がってしまうがために在庫の管理が大変だったりとか、
間違いの原因になったりとか、そういうことが問題として
出てくると思うのです。どういったところまでカバーすれ
ばいいのだろうというか、バリエーションであったりとい
うところがまだはっきりしていない部分がありまして、何
か一つアドバイスをいただけたらありがたいです。

今澤　御社は本来、仏壇を作っていらしたから、いろい
ろなことをご存じだと思うのですけれども、基本的なこ
とでは「お線香を立てる」、「お花を生ける」ことなのかと
思います。私は自分でどうしたかというと、友人の陶芸家
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が作った楕円型の中皿の上に、京都の「リスンのお香」を
お線香の代わりに香立てで立てて、それからろうそくは
石川県の「菜の花ろうそく」を買って、小さな「花びら型
のろうそく立て」にたて、それに合わせる小さな「りんご
型の火消し」があったのでそれを添えました。そんな風
に本当に必要なものだけをパーツでそろえて、自分の母
の仏前を作りました。そのように基本的に必要なものは
限られるじゃないですか。その中でチョイスできて、この
壇板の上で自分の思いが形になれば、本当に「マイスタ
イルの祈りの空間」が作れますよね。それとあまりデザイ
ン的である必要はないと思います。スタイリッシュでな
ければいけないということはないので、少しかわいらし
かったり、やさしかったりという要素が入ってきてもいい
のかなと思うので、デザインが勝ちすぎない方向でのま
とめがあったらいいかと思っております。

阿部仏壇製作所　大変参考になりました。ありがとうご
ざいました。

畔上　ご質問のある方は挙手をお願いいたします。

苔神工房　苔神工房の北川と申します。苔の製品を今
回、出品させてもらっています。苔は従来、用途としては
造園向けが大半で、それ以外の用途というのはあまりな
かったのですが、この用途を拡大するという意味で、クラ
フトとか、室内使用でのさまざまな形態に合うような形
でドライシートというものを開発していたのですが、こ
れについて審査員の皆さん方、ご覧になってどんな印象
を持たれたか。市場性とか、そんなものについてご意見
を伺いたいと思います。お願いします。

土居　午前中もこの話題が出ました。まず最初に質問
なのですが、例えばあのドライシートは、水をかけると着
床というのでしょうか、着苗というのでしょうか、要する
るにまた生き返るものなのでしょうか。

苔神工房　成長を開始します。

土居　成長を開始するのですね。あれは、輸出はできる
のでしょうか。

苔神工房　できます。

土居　そうしたら、僕は商品を見たときに思ったのは、最
近、盆栽が好きな外国人の方がすごく多いのです。植木
鉢というか、プランターというのは、日本であろうが、イギ
リスだったら本場のガーデン用のプランターがあるだろ
うし、スペインだったら赤い土のスペイン産の土ででき
たようなプランターもあるだろうし、そういうところに実
際にクラフトとおっしゃっていましたから、例えば小さく
切った正方形のものを千鳥格子に並べていたりとか、そ
ういう具体例というものを各国のいろいろなプランター
を持ってきて、その中で再現したものが見たいと思いま
した。またこれはとても大事なことですけれども、製品の
パッケージも含めた英語版を作ったらいかがでしょうか。

苔神工房　サンプルを作るということ？

土居　サンプルというか、要するに具体例です。この商品
でこういうことができると。それを日本のプランターで
やったらいまいち伝わるものも伝わらないと思うのです
けれども、海外で実際に日常生活で使われているような
プランターの中でその世界観を提示されると、伝わりや
すいかなということが一つ。それから、英語版を作るとい
うこと。そして、これはとても大事なのですけれども、イ
ンターネットを通して自らホームページを立ち上げて、そ
の中で発信されることをお勧めします。実際、苔の育成
はやったことがないので分からないのですけれども、た
だ、苔自体はすごく魅力的なものですから、海外で売る
場合も、何という商品名になるか分かりませんけれども、
生きているモスというようなことでネーミングをきちん
と作られてやれたらいいかなというふうに思います。

苔神工房　やってみたいと思います。

畔上　今澤先生、近藤先生いかがですか。

近藤　あの商品を見させていただいて、私が反射的に
思ったのは、ビルの緑化対策用の一つとして認定される
ものなのでしょうか。

苔神工房　多分なると思います。今のところ、ビルの屋
上や壁面などの緑化で苔をいろいろ使われているので
すが、実態としては、なかなか壁面や屋上で苔が定着し
て生長するという例は少ないのです。ですから、新しい製
品で私は試験をやっている最中なのですが、ある程度の
実績が出た段階で、そういう土木建築関係の製品として
提案していこうとは思っています。

近藤　午前中、大島先生もおっしゃっていたのですけれ
ども、やはり建築の方向というのは一つあるのかと思い
ます。僕は今、ホテルの経営をやっていますので、当然、新
館のホテルを建てるときに緑化という問題に直面いたし
ます。それがああいったもので、もし実現されるのであれ
ば、一つの特徴になり得るかとは感じましたので、そこの
ところをぜひこの後研究されるとよろしいかと思います。

苔神工房　継続して努力します。

今澤　商品を見せていただいたときに、スイスの山に住
んでいるフランス人なのですけれども、日本文化が大好
きで日本語ペラペラというおばあちゃま友達がいるので
すけれども、その人にお土産に持っていきたいなと思っ
たのです。だけれども、あのパッケージじゃと躊躇しまし
たし、先ほど、土居先生がおっしゃったように、英語の説
明がないから差し上げてもわからないかもしれないと思
いました。それと、使い方をうまく説明できないから、せ
めて英語版のホームページを見て、そのやり方が分かる
ということがあれば、少しインターナショナルになり得る
かと思いました。苔が好きな外国の方が多いと聞いてい
るので、ホームページを見ることでつながっていくといい
かと思いますので、そのあたり、工夫してみて下さい。

苔神工房　分かりました。やってみます。

畔上　それでは、そのほかにご質問ないですか。

川口工器　川口工器株式会社の高井です。とても個人的
な質問になってしまうのですけれども、先ほど、土居様が
おっしゃっていた簡素化したＡ４、Ｂ４サイズのものとい
うのは、売価として目指すところはどれくらいでしょうか。

土居　そうですね。東急ハンズの宮武さんに聞いたほう
がいいかと思うのですけれども、でも例えばどうでしょ
う。これについてこのサイズのもので、多分、3,900円で
したっけ。

川口工器　はい、3,980円です。

土居　半分くらいかな。1,500円とかくらいが一番現実
的な値段かなという気がします。

川口工器　分かりました。

土居　普段は畳んでいるのですけれども、きゅっと引っ
張ったらこういう形になって、そこに段ボールも挟んで
いけば、ぱっと紐がかけられるというものが欲しいです。

川口工器　ではもうしばっておくみたいな、十字にして
置いておくみたいなものですか。分かりました、目指して
みたいと思います。

畔上　逆に作り手としては、3,980円とはじいています
けれども、半額だとどうですか？

川口工器　いや、もうこれで限界というところを持って
きたものです。

畔上　宮武先生がいらっしゃいますので、ついでに大
体。

宮武　安ければ安いほどいいと思うのです、私もね。昨
日、たまたま個人的にお話をしたときに、仮に3,980円
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の売価であれば、もう一機能、二機能あったほうがとい
う話はいたしました。困り具合によって、多分、相当困っ
ている人は、ある程度、お金を積んでも欲しいでしょう
し、逆にあってもなくてもいいかなくらいな感じの人に
とっては、多分、かなり金額的な要素が違うと思うので、
そこは難しいところかなと思います。

畔上　すみません、突然ありがとうございました。やはり
なかなか厳しいですね。

川口工器　いっぱい作れば安くなりますので。けっこう
小ロットで作っているので。

畔上　分かりました。それでは、ほかにございませんか。
まだ時間が少しあるのですけれども。

土居　せっかく審査委員特別賞をあげたのでこのお話
をします。
　五泉市で作っている白いシルクの織物なのですけれ
ども、ぜひ皆さん、あそこに展示してある商品を見てく
ださい。模様がものすごくかわいいのです。ちょっとゆる
キャラなのですけれども、自分たちでキャラクターを作
られて、その絵を織りで表現されていて、とてもすごい商
品なのです。商品としては、このサイズのメガネ拭きが提
案されて、これで1,000円というけっこうなお値段なの

で、モノはすばらしいので賞をあげたのですけれども、
実際の商品として競争力があるかというと、なかなかこ
れから厳しいかと思っています。ただ、一つだけ皆さんに
もぜひ見ていただきたいのは、この会社のロゴマークと
ＳＩＬＯＫという文字の「Ｏ」の字がひょうたん型になって
いて、ここもひょうたんを横にした形になっていて、ロゴ
もこのひょうたんの形の中に収まっていてということで、
よく見たら模様自体がひょうたんの形なのです。とても
グラフィックのデザインがすばらしいのです。よく考えら
れている。裏側にはきちんと五泉のシルクの歴史が書い
てあり、実際の職人さんの写真も入ったりということで、
とても完成度が高い商品なので、多分、モノづくりをして
いく中で、こういうコンペなどにも皆さんこれからももっ
と出されていくことになると思うのですけれども、そう
いうときにプレゼンテーションの仕方としてこれだけの
ものが実際にできているわけですから、ぜひ参考にされ
て、何を自分たちが訴えるかということをぜひ来年から
のコンペに活かしていただきたいなと思います。そうい
う意味では、すごくいい参考商品になると思うので、皆さ
んに見ていただきたいと思います。

畔上　最後に一言ずつ、今澤先生のほうからこの産地に
対するエールでもいいですし、モノづくりのヒントでもい
いですけれども、お願いしたいと思います。

今澤　今、土居先生のほうからもご説明があったよう
に、「SILOK」のパッケージもすてきだし、「ししゅうのえほ
ん」も箱がブックケースになっていて本の形になってい
るということもすごくすてきだと思ったのです。そうする
と土居先生がおっしゃったことと同じなのですけれど
も、伝わりやすいし分かりやすいと思うのです。それと、
このようにパッケージに入れて魅力を付加すると、「プ
レゼントになる」と、思いますよね。そうすると自分も買
いたいし、またお友達のためにも買いたいというような
購買動機が広がると考えられるのです。そういう意味も
含めて、パッケージをきちんと作って提案するというこ
とは、先ほどの「寿司玉作りの機械」だってパッケージに
入っていれば贈り物になると思うのです。ちょっとプレ
ゼントしたいなと思えるアイテムになり得るということ
は大切だと思うので、できることならば、商品単体では
なくて、最終的なパッケージデザインもしていただいて、
ご提案いただくと、見た方のイメージがすごく膨らむと
思うのです。そういうことも含めてご提案いただけると
ありがたいと思います。よろしくお願いいたします。

近藤　拝見させていただいたのは、76点ですか、昨年よ
りも多く商品を見せていただいて、総体的に感じたこと
は、デザインのクオリティレベルが昨年よりもさらに上
に上がってきたなという印象でございました。先ほど、商
品の価格のことでいろいろお話がありましたけれども、
お客様はモノがこれだけあふれている時代ですから、
ある程度、事前の期待値というものを持っています。こ
の商品だったらこのくらいの値段だろうとか、この商品
だったらこのくらいの機能だろうとか、それを上回るよ
うな提供価値というものがないと顧客満足にはつなが
らない。感動しない。そこの部分が一番大事だと思いま
すので、今、今澤さんもおっしゃっていましたパッケージ
もお客様の事前期待値を裏切る、上回って裏切るという
ようなことの一つの要素かもしれませんので、ぜひ皆様
それぞれの商品の中で、お客様がどの程度、何をこれに
期待するかなということを想定したうえで、それを上回
るような提供価値を商品に与えていくような方向で開
発にまい進していただければと期待しております。

土居　せっかくなので、最後に、先ほどの仏壇の方なの
ですけれども、うちは数年前にペットが亡くなりまして、
骨をどうしようかということで、いろいろお墓を探したり
したのですけれども、手元に置きたいという家族の願い
も強かった。そんな気持ちを持つ人に、ああいう特別なも
のがあるととてもいいなと思ったのです。ただ、骨壺自体
をむき出しで置くのには抵抗があります。結界とまでは
言いませんけれども、透明な空間の中にガラスか何かで
囲った中に本体がきちんと入っていたらいいですね。他
に写真が１枚入れられればいいかと。また本棚に収納で
きるような、そういうサイズの中での発想もありですね。

阿部仏壇製作所　ペット用としてまだ……。

土居　そうですね。剥き出しのままおきたくないのです。
そこは気持ちの問題だと思うのですけれども、それが写
真と一緒に飾られたらいいかなと思いました。あったら
欲しいです。

畔上　ありがとうございました。
　このコンペは実は27年前から始まっていまして、その
ときからモノ余りの時代というようにずっと言われ続け
て27回やっているわけですけれども、我々はずっとモノ
を作り続けています。一方で、最近、エシカルデザインと
か、エシカル消費という、エシカルというのは倫理的とい
うことだそうですけれども、倫理的な商品、倫理的でな
いということで、国のほうも２年前に倫理的商品研究会
というものを立ち上げています。そこのねらいは持続型
社会を実現するという目標のものなのですけれども、要
は、作る責任と使う責任ということになるわけですけれ
ども、今回、ここに出品されているものというのは、すご
く責任と誇りを持って作られているものばかりで、ある
意味、我々使うほうが求められているのは、使い手の責
任ということを問われているのかと思いました。
　それでは、時間が来ましたので、これでステップアップ
フォーラムを終了したいと思います。どうもありがとうご
ざいました。
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